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信じる、長崎力。 

◎人口減少対策のうち移住対策は順調に推移中 
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先月２０日より定例県議会が開会し、個人質問が先週終わりました。今週よりいよいよ新年度

予算の委員会質疑が始まりました。当初予算の審査ですから様々な角度から活発な議論が展開さ

れますので、私もしっかりと予習して臨んでいます。 

さて、議会初日の知事説明で「人口減少に歯止めがかからない。よって人口減少対策が本県の

最大の課題である」と危機感を表し今年度の主要施策の説明がなされましたが、厳しい状況のな

かで唯一数字として順調に推移しているのが「移住対策」です。そこで今回は２９年、３０年度 

の実績をお知らせいたします。 

県では市町と連携し以下のような取り組みのもと、特

に東京での「移住サポートセンター」の設置と人員増の

体制強化の取り組みが功を奏し順調に実績をあげてい

ます。 

※Ｕターン…故郷を離れ進学就職、その後戻ってくること 

※Ｉターン…都市部で生まれた方が地方に住むこと 
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上記の数字をもっと細かく市町別、年代別に分析したも

のが以下です。まだまだ市町での取り組みの「温度差」が

みられることと、年齢層についてはこの資料を見るまでは

私は「シニア層が多い、そこが課題」だと認識していたの

ですが、「働く場や居住」の相談への対応や情報提供が充

実してきたなかで４０代以下の割合が増えたことは大い

に評価されます。 

もちろん人口減少対策の最優先課題は「人口流出を防ぐ

こと」ですが同時に移住対策にも地道な取り組みを今後も

続けていかねばなりません。 


